
高い知性と、すぐれた人格を備え、心身ともに健全で人間性豊かな人材の育成をめざす

３年生
～「探究」の実践 ― よりよい地域を創る

アクションを自ら起こす～

地域の中から新しい価値を創造する

１年生
～「なぜ」、「どうして」という「学びのタネ」をもつ～

地域に関心を持つ

地域の価値を知る

松江市 島根大学松江商工会議所

中小企業家同友会

・MATSUE魅力探究プログラム

・大学の学問の魅力探究プログラム

「総合的な探究の時間」

「EASTプログラミング基礎」

「EAST地域探究」

「EAST国際交流」

・地域探究アクションプログラム

・島根大学留学生との交流プログラム

・「Ruby」を活用したプログラミング学習

人生の「ロールモデル」と
なる魅力ある「大人」との

出会い

これからの社会に対応した
魅力ある授業

Ｐ Ｔ Ａ東雲会

嵩の嶺会

２年生
～「なぜ」「どうして」をもとに

地域と協働し、課題探究に挑戦する～

地域とつながり探究する

地域とともに挑戦する

協働して生徒の学びを支えるコンソーシアム

「地域を共に創るハート」

「東高カフェ」

・生徒自身が創造する出会いの場

「総合的な探究の時間」

・地域企業と協働した魅力探究プログラム

「EAST国際交流基礎」

・国際交流の基盤スキル習得プログラム

「データサイエンス」

・データを活用した地域課題解決力
育成プログラム

松江東高校

地域共創人育成Project
島根県立松江東高等学校
令和４年1月２０日（木）
全国サミット発表資料
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1年生
（全員対象）

地域に関心を持つ。
地域の価値を知る。

2年生
（全員対象）

地域とのつながりを探究する。
地域とともに挑戦する。

3年生
（選択授業） 地域の中から新しい価値を創造する。

～「なぜ」、「どうして」という「学びのタネ」をもつ～

～「なぜ」、「どうして」をもとに地域と協働し、課題探究に挑戦する～

～ 「探究」の実践 ー よりよい地域を創るアクションを自ら起こす～

１ 地域と連携したカリキュラムの開発

３年間通した学びの展開 ～地域を「学びのフィールド」として生徒たちの力をのばす～

・「探究サイクル」の実践
⇒ 課題研究に必要な力の向上

・自分のライフデザインをより深く考える力

⇒ 将来の「アクション」につなげていく

・協働する企業等の課題探究を通して、
地域社会の課題を探究する
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★主体的に地域と協働する意識の高まり
「企業等の課題の探究」を通して「地域課題を探究」する。

＜生徒の変容＞
・2年生の成果発表会後も、授業でのつな

がりを活かし、主体的に地域とつながって
プロジェクトを始める
・地域貢献の活動への主体的な参加

１ 地域と連携したカリキュラムの開発
★「地域の大人と学ぶ」継続的な学びのサイクルの確立

①企業等との
ミーティング

②地域の企業・団体の
魅力や課題を考察

③考察結果の発表 ④探究課題の設定
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～「探究」の実践～

今年度開講

EAST地域探究
（学校設定科目）
（選択者履修）

「社会の課題」を
「自分事」として探究し、
自らの進路や具体的なア
クションにつなげる。

１ 地域と連携したカリキュラムの開発
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１ 地域と連携したカリキュラムの開発

評価指標の開発「つけたい力」

生徒の実態をふまえたうえで
「東高生につけたい力」を
教職員で協議・共有する機会の創出
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→参加企業等３１団体に
よる学びの支援

中小企業家同友会

２ 学びを支えるコンソーシアム
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２ 学びを支えるコンソーシアム

→「地域を笑顔にする」
プロジェクトの機会の
提供・支援

「キラ星共創プロジェクト」
（１０組参加）

松江商工会議所
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島根大学との高大連携の取組

→ 「地域と連携した学び」にかかる
カリキュラム開発への指導・助言

→ 生徒に「学びのタネ」を持たせる
ためのプログラムへの協力

２ 学びを支えるコンソーシアム
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３ 「地域共創人」を育てる

～地域における「人材育成」の拠点として～

「リアル」な

社会

生徒たちの

「挑戦したい」

「キラ星共創プロジェクト」の伴走者：

島根大学・島根県立大学等の学生たち

「キラ星共創プロジェクト」の参加者：

地域の小学生や幼稚園の子どもたち

「キラ星共創プロジェクト」の実施者：

東高の生徒たち
地域共創人育成の
プラットフォーム
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（１）授業の中で「様々な大人」と出会う機会の創出

→ 生徒の主体的な地域・社会とのつながり

まとめ
～「地域共創人育成Project」の成果として～

（２）自分らしいライフデザインを実現する力の育成
→ 自らの生き方・あり方を模索しながら、

地域にアクションを起こしていこうとする力

（３）子どもたちの学びを支援する地域の体制の充実

→ 地域の子どもたち（含 大学生）の学びを
ともに支援する体制 の充実

そのための「大人同士のつながり」の構築
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